
表現意欲と能力を育てる作文指導の研究

深浦町立修道小学校 山前 之乃

要 約

価値観の多様化が進む現在、 自分と違う立場の人を理解するとともに、 自分の考えを正確に伝
える力が必要になっている。 つまり、 相手を理解し、 受け入れる心と自己を主張する能力の育成

が課題となっている。
子どもたちとの出会いの日から日常的に、 事実をとらえて日記を書かせたり、 読み合わせたり

する活動をすすめてきたので、 書くことにあまり抵抗感がなくなってきた。 自分を主張し、 意欲
的に書こうとする子どもたちではあるが、 表現方法は幼稚で、 読み手意識が足りない文章を書い
ていた。 また、 自己を出しすぎて他が見えなくなることも多かった。 そこで、
•ことばを通して、相手の思いや考えを的確にとらえ、さらにそれを自分の思いや考えと比較し、

自分を高めるための学びの対象にする
・表現することで、 もの•こと。相手についてのとらえ方を確かにする。 また、 同時にそれを通

して自己を明確にする
力をつけたいと考えた。

そのために、 毎日の日記や国語科の授業内での書く活動はもちろんのこと、 クラスの児童の作
文を教材とし、 それをもとに表現能力を高めるための授業をしたり、 国語科以外の教科でも意図

的に書く活動を取り入れたりしている。 これらを継続的に行うことによって、 ことばを通しての
自己の主張や相手を理解する心、 文章の内容や表現方法、 書くことに対する意識がどのように変
わったのだろうか。 実践を基に述べる。

［キー ワ ー ド］ 小学校 国語科 作文 表現意欲 表現能力

I. はじめに
子どもたちが 「 書きたがらなくなった」「書けなくなった」「書かなくなった」と言われてか

ら、 ずいぶんたつようである。 教育的様々な記事や職員室の会話でも、 よく目にしたり耳にし
たりする言莱である。

しかし、幸いなことに担任しているクラスの 2 9 名（男子 8 名、女子 2 1 名） は、 「何かを書

きたくてうずうずしている」「日記や短作文ならスラスラ書ける」 「女子はひまさえあれば、 交
換日記や手紙を書いている」のである。 アンケ ー トでも、 29名中2 7名は、 書くことがとて
も好き、 あるいはまあまあ好きと答えている。 残りの 2 名は、 1 名が嫌い、 もう 1 名がその時
によると答えている。 数値から見ても、 全体的に書くことが好きなクラスと言えるであろう。

ただし、 書くことが好きだという意欲だけでは読み手の心をつかみ、 動かす作文にはならな
い。 自分を見つめ、 自分の心と向き合い、 思いのままを素直に書くことができる子どもに育て
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たい。 また、 友達と作文を読み合うことによって、 相手の考えや気持ちが分かり、 相手を思い
やる心へとつなげていきたい。 そのための教師の指導や支援はどうあればよいのだろうか。

私は、 子どもたちにいつも、 「生涯にわたって書き続ける人になってほしい。 そして、 書くこ
とによって自分を高められる人になってほしい」と話している。 この言葉と一緒に私の研究も

スタ ー トしたのである。

II. 研究の目的
0基礎づくり（書くことのベー スとしての日記指導、 書くことを必然とする場の設定、 国語の

授業を中心とした書く活動など）
0授業づくり（作文の表現や内容のよさを見つけ、 自分の作文に生かす授業、 書いてみたくな

るような題材の開発）
0環境づくり（作文の読み聞かせ、 言葉を大事にする学級経営、 興味 •関心を持てる活動のエ

夫など）
以上の三本柱が表現意欲と能力を育てるために有効であるか研究する。

ill. 研究の方法
0表現意欲や能力を育てる指導法について研究する。

0児童作文を教材とした作文の授業を開発・実践し、 書くことに対する意識や表現能力の変容
をとらえる。

w ． 研究の実際
作文学習は書くこと（表現行為） とともにある。 だからまず、 書くことを面倒くさがらず、

意欲的に進んで書こうとする子どもを育てなければならない。
書く意欲がなくては、 書く学習は始まらないのである。

(1)基礎づくり
日記指導（心のアルバム）・。・資料1

―①、 ②
昨年度は個人で、 今年度は班で毎日日記を書かせている。 帰りの会の 5~1 0 分程度の

時間なので、 量的に長い短いというよりも、 感じたことや思ったことを心のアルバムに書
きためているという感じである。 ほとんどの児童が喜んで書いている。

初めのうちは、 あったことをあったとおりに時間の順序にしたがって書かせていた。 ま
た、 自分の一 日を振り返り、 素直に鉛筆を走らせるように話した。 自分の行動や思いが文
字として表される喜びを体得できるため、 長い文章を意欲を持ったまま書いてくるように
なった。 毎日の生活の中から、 ある一 つの出来事を選んで書くということは、 子どもたち

にとって意味があることである。 しかし、題材のパタ ー ン化、量のわりに中心が足りない、
しりつぼみで終わっているなど、 問題点も出てきた。 そこで視点を与えつつも、 子どもた
ちの意欲をそがないように気をつけている。（資料1

― ①)
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・一番書きたいことをおさえて書こう
。はじめ ・なか•おわりのなかの部分をくわしく書こう
．題を初めに書こう など
また、 日記には励ましの言葉やコメン トをつけて返している。 子どもにとって大事なの

は、 だれかに読んでもらいたいという欲求ではないだろうか。 だれかに読んでもらいたい
から書くという表現の原点がここにあるような気がする。 子どもが、 教師の批評を喜んで
読み、 それによって、 表現意欲を起こすようにするために、 次のような方法が必要である
と考える。

ア ていねいに読む

たんに文章の稚拙さを見つけたり、 表記上の誤りなどに目を凝らしたりするのでは
なく、 表現の中から、 生きて活動している姿や、 生活を読み取ることである。

イ コメン トは、 子どもを目の前にしている気持ちで書く

教師自身の思いや、 その子どもの生活を見て評価する。 子どもの次の表現につなが
る大事なことである。 子どもは教師の一言を見て意欲を起こすということを信じた
vヽ。

ウ コメン トは、 子どもと教師の信頼の絆である
子どもの文章から、 その子どもの生活や思いや願いを見すえることは、 それぞれの
個性を持つ子どもたちに近づくことであり、 子どもを信じることになる。 子どもも

また、 自分の表現するものへの教師の受け答えによって、 教師を知ることになる。
これらを考えると、 うっかりコメン トを書くことができないような気もするが、 子ども

を大事にし、 子どもの成長を心から願っていれば、難しいことではないように思う。 子ど
もの文章をやさしく読み取って、 自分の言葉で語りかけたい。（資料 1 一②）

一 方、 班日記は子どもたちの相互理解に大きな役割を果たし、 お互いの考え方を学び合
う大切なものとなっている。 高学年ともなると、今まで以上に自分を分かってほしいとい
う気持ちが強くなってくる。 そして、 自分の作文を友達にも読んでほしいという気持ちが
育ってくる。 そこに友達発見があり、 友達理解が深まると、 作文はますます楽しいものに
なってくるのである。 最初の読み手である教師がいて、 よき友達がいて、 そして作文を読
み合い、 友達のよさを認め合う中で、 表現意欲も育つのである。

②国語の授業を中心とした書く活動の目標例

国語の授業を中心とした書く活動の充実にも努めている。 視写、 聴写、 吹き出し、 書

き込み、書き足し、書き替え、抜き書き、書きまとめ、図 式化（絵、図 、年表）、感想（初
発、 二次）、 心情曲線、 要約など、 書く方法はたくさんある。 そしてまた、 書かせること
によって期待できることもたくさんある。
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ア 主題に即して感想や意見を持つことができるようになる。
イ 内容ごとに的確にまとめる力がつく。
ウ 細かな表現に即して読み、 情景や心情を生き生きと思い描くことができるようにな

る。

工 主題を明確にし、 それを表現するために必要な事柄を選び出す力が高まる。
オ 人間の生き方について幅広く考えることができるようになる。
力 自分の書いた文章を読み返して、 自分の考えを足したり、 補足したりする力が高ま

る。
キ 読後の印象や質問を整理し、 読み深めていくための構えをつくることができる。
ク 要点を落とさずに論理的に物事をまとめる力がつく。

ケ 書き手のものの見方、 考え方、 感じ方が分かってくる。
コ 自分の生活や意見と比べながら考えるようになる。

クラスの児童の実態として、 全般的に学習に対する意欲はあるが、 発表力が劣り、 文
章を読み取る力や読み取ったことを文章化する力が弱い。 そこで、 これらの力をつける
ためにもさまざまな書く活動を一 単位時間の指導過程に位置づけている。 書く活動を通
して、 書く力はもちろんのこと、 考える力、 発表する力も確実についてきている。

(2)授業づくり
①書きたくなる題材の開発

百の理屈よりも、まず書くことである。 教師は、子どもが自ら書く場を確保し、書くこ
とを支援していかなければならない。 何を題材として書くか、 その題材への興味 •関心
が活動の内的契機となるだろう。
高学年であれば、

・エネルギー消費について
。サケ の一生について

・コマ ー シャルについて思うこと

など、タ イ ムリ ーな話題や子どもたちの生活と深く関わっているものについては、子ども
の意識が切実なものであれば、 題材的に難しくても子どもたちが自分の言葉で表現する
のは可能だろう。

また、 行事作文についても、 ただ感想を書かせるのではなく、
・運動会の後に 「運動会を終えてあなたの何が変わったか」
。修学旅行の後に 「修学旅行を楽しむために一 来年の6年生に贈るメッセ ー ジ」

などとして思いや考えを引き出すことは意味があることと思う。 単なる行事の思い出作
文ではなく、 ほんの少しの新しさを加えることで、 子どもたちの意欲はずいぶん違うも

のである。
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②書き方の指導（書くための技術の習得）
書いていれば、 技術はおのずからついてくるものだという考えもあるが、 書くことを

効率的に成立させようとすると、 どうしても書く技術が必要になってくる。
ア 人や物とのかかわり合いの中から、 何を取り上げて書くか、 考えてみよう。

・心を動かされたことを中心にして作文を書くからこそ、 読み手に思いが伝わって
いく。 強く心を動かされたことを中心にして書けば、 主題のはっきりした作文に
なる。
「過去の経験の中で、 強く印象に残っている出来事をよく思い出し、 書こうとす

る内容や材料を考えてみよう。 」
イ どんな順序で書いたらよいか、 考えてみよう。

。どんなことから書き始め、どのように書き進め、どんなことで書き終わらせるか、
あらかじめ、 全体の組み立てを考えておくことが大切である。

「アで選んだ材料をもとに、 組み立てをノ ー トに整理してみよう。 」

ウ 文章の書き表し方を工夫してみよう。
・ 心を動かされた出来事を、 読み手によく分かるように書き表すためには、 様子

をくわしく具体的に書くことが大切である。

0 時… 年月、 日にち、 曜日、 時間、 季節など。

〇 所…風景、 広さ、 距離、 位置など。

0 人…表情、 動作、 服装、 言い方、 会話など。
〇 物…形、 色、 数量、 におい、 音、 動き、 手触りなど。
〇 心… 思ったこと、 感じたこと、 考えたことなど。

このような着眼点にそって、 様子がくわしく書かれていると、 読み手は、 その
場面をありありと目に浮かべることができる。 心に残った出来事を書く場合、 あ

る場面を題材として取り上げて書くわけだから、 その時の様子をよく思い出して
工夫して書くように指導している。 上の表は、「作文名人への一歩」と題して、 ノ
ー トの表紙に貼り、 いつも参考にさせている。

エ イ で組み立てた構想をもとに、 場面や情景が目に浮かぶように工夫して、 実際に
書いてみよう。

オ 書いた文章は必ず読み返し、 文章を磨き上げよう。
自分の書いた文章は、 必ず読み返し、少しでもよい文章に磨き上げることが大

切である。 推敲は、 読み手に内容を正しく伝えるためばかりでなく、 自分の考え
を確かなものにしていくうえでも大切なことなのである。
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推敲の際に注意すること
・文章の発端・結末の表現は適切か。
・段落のまとまり、 段落と段落の関係、 全体の組み立ては適切か。

・経過の部分は、 詳しく書かれているか。

・登場人物の動作・表情。態度、気持ちや会話などが適切な言葉で書かれているか。

。まわりの様子、 物の説明が効果的に書かれているか。
。語句の選び方、 文の表し方、 文と文のつなぎ方は適切か。
．題のつけ方は適切か。
・常体と敬体の文が混ざっていないか。
。漢字・仮名づかい 。送り仮名に誤りがないか。
・句読点・符号の使い方は適切か。
•原稿用紙の使い方は適切か。 など。

③児童作文の教材化と作文の授業 ・ ・ ・資料2、 3、 4
子 ど も た ち だ け で な く 、 私 も ま た 楽 し ん で 取 り 組 め る の が 、 ク ラ ス の児

童の作文を教材化し、 それをもとに行った作文の授業である。 教科書教材への取り組み
よりも真剣に調べ、 発表している。 学級の実態から、 つけたい力をねらえそうな教材を
見つけ、 開発し、 発展的に利用できるのが対象児童作品のメリ ッ トである。 身近な教材
への親近感や友達のように作文名人になれるかもしれないという期待感があるためだろ

。ぷ
ノ

(3)環境づくり
①書く意欲を育てる

書く行為を成立させるには、書き手に表現への意欲がなければならない。 書くことに意
欲を持って取り組ませるために、表現意欲をかきたてるようなしかけが必要である。 必要
感を感じるか、興味•関心を感じるかのどちらかであろう。 作文好きが多い我がクラスは、
友達の作文を読むのが楽しいという子が多い。 そこには、友達発見、友達理解があるから
である。 そして、 それらが深まったとき、 作文はますます楽しいものになるのであろう。

②作文に関する掲示
4月から書きためた作文や俳句、材料メモなどを掲示し、 いつでも子どもたちの目にふ

れられるようにしている。 自分の作品だけでなく、 友達の作品にも目がいくようになり、
子どもたちの中から 「00の作品いいね」と聞かれるようになった。 環境からも、児童の
相互理解につながっている。 また、 「 文章を書くときの手順」や 「原稿用紙の正しい使い
方」を模造紙に書いて掲示し、 書くときの参考となるようにしている。
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③作文の読み聞かせ
一生懸命書かれた作文や日記は学級通信に載せて紹介している。 表現上の工夫や内容

的なおもしろさがあり、 全体の場で扱いたいときには、 帰りの会で読み聞かせをし、 ポ
イ ン トとなるところや参考にしてほしいところなどを話している。 いつ自分の作品が載
るのだろうかと子どもたちは楽しみにしているようである。 また、 友達の作文の内容が

家庭での話題に出ることもたびたびあるようだ。 保護者が、 自分の子どもの友達を知る
ことにもつながっていると聞く。

④文集作り・ ・・資料5
学年末や修学旅行後に文集を作った。 子どもたちの手で作ったものなので、 すみから

すみまで目を通している。 自分の書いた作文よりも友達の書いたものを楽しみにしてい
るようである。

また、 修学旅行の思い出文集では、 日常ふれているものとは違った自然や文化、 歴史
に出会い、 学び、 感動したことを忘れてしまう前に、 文章で旅の記録を残しておこうと
いうことで作った。 作文や見学場所ごとのレポー ト、 俳句など子どもたちが載せたいこ
とを選び、 子どもたちの手で作成した。 書きたいという思いが形となって残ったという
喜びがある。

V. まとめと今後の課題・・・資料6
昨年の 1 1 月、 全校 とクラスの保護者を対象に総合的な学習の発表会を行った。 4 月から

クラスの保護者の田んぼを借り、 田植え、薬かけ、水の管理、雑草とり、 台風対策、稲刈り、
脱穀など、 観察や体験をするたびに、 感想をノ ー トに書き記してきた。 1 0 月に入り収穫が
近づくと、 発表会形式で劇にしたいとの意見が出た。 劇といえば台本が必要である。 子ども
たちは、 5人の代表者が中心になって作ることに決めた。 今まで記録してきた総合のノ ー ト
や、 「 お米とわたし」作文コンクー ルに応募した友達の作文（資料3、 7)をもとに作ること
になった。 はじめは個人で、 次に5人で、 さらにクラスで試行錯誤し、 私の手元に完成した
台本が届いた。 場面は体験をもとに順番に構成されているが、 至るところに相手をひきつけ
る工夫や表現上の工夫がたくさん見られた。 いつのまにこんな力がついていたのだろうと正
直驚かされてしまった。 実践が実を結んできたと感じた瞬間である。

今後の課題としては、 子どもたちが人と人との関係を豊かにし、 さらに自己表現力をつけ
るために、

・人（対象） を理解する視点をもたせること
・人を題材にして文章表現活動をさせること

この二つの視点を結びつけた実践を展開していきたい。 学校生活をふくめた身の回りの出
来事、 自己の内面の問題も含めて、 「 人」を題材にして書くことを通して、 人間を理解し豊か
な人間関係を築くとともに、 自己を表現できる力を育てていきたいと考えている。
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VI. おわりに

子どもたちに、 書くことに意欲的に取り組ませるためには、 まず何より、 教師自身が作文
の指導に意欲的に取り組まなければならないということを実感した。 教師が作文嫌いでは、
子どもが好きになるはずがない。 教師は、 子どもの作文の最初の読み手である。 子どもの作
文には、 子どもたち一 人一 人の自己主張や思いがこめられている。 また、普段の生活では気

づかない子どものものの見方と出会うのである。 子どもの作文の好きな、 よき読み手になり
たいと心から思う。

参考・引用文献

1 . 斉藤 民部 1 9 9 3 「だれでもできる日記指導」 P194,...._,206 

あゆみ出版
2. 三島 幸枝 1 9 9 7 「作文を書こう」 P 4 6 ~ 4 8、 6 4 ~ 6 9 

3. 田近 洵ー 1 9 9 6 「作文の授業」

4. 樋口 裕ー 2 0 0 1 「作文力をつける」

岩崎書店
P191"-'192、 210"-'213

国土社
P 2~ 3 学研

5. 深浦町立修道小学校研究紀要 1 9 9 9年、 19 9 8年
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資料1一① 児童の変容（日記より）

平成 1 2年4 月 1 2日 (5 分間）

M 

「楽しい」という言菓が連発されてい

ることからも、 とても楽しかったこと

が想像できる。しかし、 楽しいを表す

語彙数が少ない。また、 題にも工夫が

ほしいところである。

段落の構成も理解されていない。

□
口

四
月
十
二

贔

«
 

→
9

 

L

言
<i
と
りj
 

丁
甘

―
―
 

川
ー寸

し〗

冑日

9
-計

h＿
凸
此
且
凶
」_l
l

ー
ー
」
ーー
L`
ー
」

.

l .

[
]
 

玉
月
二
十
四
日
伸

平成 1 2年5 月 24 日 (5 分間）
M 

書くことが大好きなMでも、時には

気分がのらないこともある。連動会の

練習で疲れ気味のところもあるのだ

ろうか。

「 6 時間の中でも 1 番疲れたのは、何

の時間かな。」と一つのことに視点を

おくようなコメントを書いてMに返

した。

平成 1 4 年 2 月 4 日

（家庭学習にて） M 

2年も継続すると

ここまで成長するの

だ。 周りに目が行き

届き、いろいろな立

場の人を理解しよう

という気持ちが伝わ

ってくる。 また、 主

題がはっきりした題

になっている。
囚則が1わ
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資料1 一 ②

平成1 2 年5 月 9 日
(1 0 分間） y

 

自分の気持ちを素直に表

現することができる。ほんの

1ヶ月 であるが毎日続ける

ことで、量的にも質的にも成

長した。

文のつながりはまだ不十
分である。

むーー一 丘T,

；
／ 

と c . ． ． l : • 9,.，れ l?

6
月96
況
喝g

，
 

Bた つ＇� I:I.i しI'l.し11月}佐し，＇キ庖，な
バ危忙゜りナそだ届皇：｀訟し桂いし

い
と噂

斗 rっ; 々
；lrr牙], ［ ° t,’I 屈化 1 〗.；涌ない n

サー戌兄
―

／ し庄 u /,(� I月ず． u•の Jl: . /4 
フ←ぎt ←ビし l 9月 ＜ ‘,撻上 I �'lllヽ！ぎ・t'」も9:，＿り‘ f/--o'C ·•,. B 
上が

1
し 1 げすか％ ィ4 し沙1

、d
＇ ギみ';1釘翌 1印1K ヤ

1 Ti I翡屯t il d)わ沢届しし 2 かかt柑隣 キ
ぷ可が

＇
し ‘ く係 椛 0,：身1だ：て 1こ岱社サ 、一万

ほiがいだ奇て生 i Jj'そが屯。。L向むI:I. ＇ セ Lt 
面］甘す寇□ も

l—
？

ー
り少＿釘胚I.\ � v'� t'' 終 ー二約 1 ょl じく風ー山免かー い閃； t ？

1
～1 11 人

----？ 
l' ぎ＇ つげ I的態匹l1_Iし ‘L 

'日 6 ー，＿
でも ') t し 11.,1: t.ー1ーイ村阿新だウよ店

ト 一三 , 4't.l、I／'t -生- 習蒻心＇サ叶キし 叶す枯 Y 
'俯- て セざ l—が、） たのか了卸h b,ィ;

c• 99 

ん月n日
士
氾

5

日

＂
 

平成 1 3 年4 月 7 日 (1 0 分間）

Y 

稚拙な文章ではあるが、

キした気持ちが私のところまでガ

ンガン伝わってきた。6年生にな

った富びややる気を自分なりの表

現で表している。作者の性格や物

事に対する考え方がそのまま文章

に表れている。

ウキウ

平成 1 4 年2月 4 日 ( 1 0 分間）
Y 

き出しに一番伝えたいことを

持ってき、 あとでその理由を説明

している。過去を振り返り、今に

結びつけている時間の動きにもひ

きつけられる。ニコニコという思

いが先にたったのか、一文目の文

末だけを常体で書くなど、 文末を

工夫するようにまで成長した。

t を9 1冗石釘り
＇
A加

＇

し｝； ！シ,て|信□丁宵0, ；9 ！シコ1:;:.
ぃ ‘ ・

1 |1，こ ヵ心公ずしII fA. 1 k |I いな，ゴり｀け！う！三且
t二だ'5.., r:,. ―頂； 叫 i となてII レ ！ て1 ヤの， 1私在・としII ::- ：コ「
息•コ l ＇：とS `づilくもが；す分'<‘ I 土 '1ll t •も＇ぅ io· .,_
ぃ二り、い1．應い 6 多イJ兄

‘
'す沿渭，そi ’ ぎ た 月

i 1| ／ つ 1 4瓜1 し ？ぁ仕•も
・・

うB．のピた丸 ｀ 9 1 名
す

E
:］•\ ’ 心 1 :t 1,.. | 4 ／てr; t し Il／のIク ；屯 1他］，d) を 1浪た 1 
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資料 2

1 .  目標
① 主題がはっきりした作文を書いてみようとする意欲を高める。
② 友達の作文の優れているところを見つけ、書き込みしたり、発表したりすることができる。

2. 展開
学 習 活 動

1. 本時の学習教材とめあての確認
をする。

□:［／
のよし□□

・全員で読む。

2. 作者の音読を聞く。

3. 主題を考える。
・収穫が近くてうれしい
•みんなで苦労したからこそ収穫

が待ち遠しい

指 導上の留意点
・「もうすぐ実りの秋」

（対象児童作文）

・教材文配布

•音読を聞く前に、 主題は何か考え
ながら聞くことを指示する。

・児童から出てこない場合は、 題に
着目させる。

4 . 作文のよいところを見つける。 ・教材に線引きさせる。
・様子がくわしく書かれている ・ 2つの観点に目を向けさせる。
・気持ちがよく表れている ・机間指導

5 ．見つけたよいところを発表する。
・気持ち（心中の言葉、 会話、 声

喩など）
・様子（時、 所、 人、 物など）

・場面にそって発表させる。また、
根拠となる言菓にも触れさせる。

・児童による回し発言をさせながら、
話し合いをふくらませる。

評 価

・声に出して確認し
ているか。

・作文のよいところ
を意欲的に見つけ
よ う と し て い る
か。

・根拠となる言菓に
触れながら発表し
ているか。

6. 作文から作者の人柄について考 ・文には、 人柄が表れていることを ・ 作者の人柄につい
え、 発表する。 確認する。 て、 自分なりに気

・優しい人 づく こ とが で き
・物事を表面だけで見ない人 る。

7. 主題がはっきりした作文を書く ・板書の中の観点に目を向けさせる。 ・ 主題がはっきりし
ために必要なことを確認する。 I I た作文を書いてみ

8. 作者のまとめの音読をする。

ようとする意欲が
・学級の変容と同様、 作者の変容も 高まったか。

みる。 I. はじめの音読より
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資料 3

も
う
す
ぐ
実
り
の

秋

六

年

R

①「
五

、

六

本
を
一

束
に
し
て

植
え
て

く
だ
さ
い

。
」

苗
の

植
え
方
の

説
明
を
田
ん
ぼ
の

先
生
か
ら
聞
い

て
、

み
ん

な
い
っ

せ
い
に
田
ん
ぼ
に
入
り
、

田
植
え
が
始
ま
り
ま
し
た

。

②
五

月

十
七

日
、

今
日
は
総
合
の

勉
強
で

学
校
の

友
達
の

家

の

田
ん
ぼ
を
借
り
て

、

六

年
生
の

み
ん
な
で
田
植
え

を
し
に

行
き
ま
し
た

。

こ
の

田
ん
ぼ
と
、

田
ん
ぼ
の

先
生
に
は

、

こ

れ
か
ら
一

年
間
お
世
話
に
な
り
ま

す
。

③
わ
た
し
は

、

ど
ろ
ま

み
れ
に
な
り
な
が
ら

苗
を

植
え
て
い

き
ま
し

た
。

田
ん
ぼ
の

中
で
は
後
ろ
に

移
動
す
る
の

も
一

苦

労
で

、

悪
戦
苦
と
う
し
な
が
ら
苗
を

植
え
ま
し
た

。

学
級
で

借
り
て
い
る
友
達
の

田
ん

ぼ
は

、

わ
た
し
の

家
の

裏
に
あ
り

ま
す

。

だ
か
ら
、

い
つ

で
も
苗
を
見
に
行
け
ま

す
。

④
夏
休
み

、

友
達
と
田
ん
ぼ
を
見
に

行
き
ま
し
た

。

久
し
ぶ

り
に

稲
を
見
て

、

び
っ

く
り
し
ま
し
た

。

み
ん
な
で

田
植
え

を
し
た

時
は

、

十
五
セ
ン

チ
だ
っ

た

苗
が

、

と
て
も
大
き
く

な
っ

て
い

ま
し
た

。

わ
た
し
だ
け
で
な
く
、

友
達
も
び
っ

く

り
し
た
よ

う
で

、

「
大
き
く
な
っ

た
ね

。
」

と
、

目
を
丸
く
し
て

話
し
て
い
ま
し
た

。

稲
に
は
小
さ
な
小

さ
な
真
っ

白
い

花
が
い
っ

ぱ
い
つ
い

て
い

ま
し
た

。

花
は

風

に
ふ
か
れ
て
気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
ゆ
れ
て
い
ま
し

た
。

（
今

、

こ
ん
な
に
大
き
い
ん
だ
か

ら
、

刈
り
取
る
時
は
ど

う

な
っ

て
る
の
か
な
あ

。

楽
し

み
だ
な
あ

。
）

と
、

思
い
ま
し
た

。

⑤
わ
た
し
の

家
の

と
な
り
に
あ
る
田
ん
ぼ
は

、

台
風
十
五

号

の

影
響
で

、

稲
が
た
お
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

そ
れ
を
見
て

、

（
み
ん
な
で
植
え
た

稲
は
大
丈

夫
か
な

。
）

と
心
配
に
な
り
ま
し
た

。

⑥
九

月
十
三

日
、

今
日
は

学
級
み
ん

な
で

田
ん

ぼ
に

稲
の

様

子
を
見
に

行
き
ま
し

た
。

わ
た
し
は
ほ
っ

と
し
ま
し
た

。

稲

が
一

本
も
た
お
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た

。

わ
た
し
た
ち
は

、

み
ん
な
で

喜
び
ま
し
た

。

（
み
ん

な
で
一

生

懸
命
植
え
た

稲
が

、

一

本
も
た
お
れ
て
い

な
く
て

、

本
当
に
よ
か
っ

た
な
あ

。
）

と

思
い

ま
し

た
。

そ
れ
に

、

夏

休
み
に
見
た
時
よ
り
か

な
り

大
き

く
な
っ

て
い

ま

す
。

長
さ
を
は
か
る
と
、

七

十
六
セ
ン

チ
で

、

わ
た
し
の
こ
し
の

あ
た
り
ま
で
あ
り
ま
し
た

。

⑦
夏
に
見
た

あ
の

小
さ
な

白
い

花
は

、

黄
色
い

実
を
つ

け
て

い

ま
し
た

。

―

つ
の

穂
に
百
個
く
ら
い
の

実
を
つ

け
て

重
そ

う
に

頭
を
た

れ
て
い

ま

す
。

バ

ッ

タ
が
ピ
ョ

ン
ピ
ョ

ン

足
元

に

飛
び
は
ね
て

き
て

、

わ
た
し
と
一

緒
に

喜
ん
で
い

る

み
た

い

で
し

た
。

そ
し
て

、

こ

れ
か
ら
も
大
き
く
育
つ

と
い
い

な

あ
と
思
い
な
が

ら
、

田
ん
ぼ
を
あ
と
に
し
ま
し
た

。

⑧
あ
と
一

ヶ

月
す
る
と

稲
刈

り
の

日
を
む
か
え
ま

す
。

今
か

ら
そ
の

日
が

待
ち
遠
し

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん

。

み
ん
な
で

大

き
な
お
か
ま
を

使
っ

て
、

ご

飯
を

炊
く

計
画
を
立
て
て
い

ま

す
。

大

好
き
な
ご

飯
を
お
な
か
い
つ

ば
い

食
べ

た
い

と
思
い

ま

す
。
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資料 4 一 ①

久
し
ぶ
り
に
稲
を
見
て 、

④
夏
休
み 、

汎っ
く
りけ
日
ま
し
た ol

友
達
と
圧
ん
ほ
を
見
に
行
き
ま
し
た 。

ー

い
つ
で
も
苗
を

豆つ
で
も
なが
め
る
2
ふ
t

忍＇
う

虎
ぶ
応
應ぶ
伊
ゎ，て
く
？

ゞ

長

打たのか
が
な
る ．

み
久
し
ぶ
リ
が
っい
て
が ，
＜
リ
ょ
i

さ
らt}
が フ
V
リ
し
てい
る
よ
うに 、

徳
茎a

ぼ
は 、
わ
た
し
の
家
の
裏
に
あ
り
ま
サバ 。
だ

か

ら ，

植
え
て
い
き
ま
し
た 。
田
刈
国
d
中
で
団
叫
A

�
}

田
他、
入
を
し
てい
る
畔
の

様
手
爪

動
す
る
の
も
一
苦
労
で 、
悪
戦
苦
と
う
し
な
が
ら
苗

オ
ガ
る 、

学
級
で
借
り
て
い
る
友
達
の
田
ん

を
植
え
ま
し
た 。

③
わ
た
し
は 、
ど
ろ
ま
叫
乱
州に
な
り
な
が
ら
苗
を

i
 

り
ま
す 。

ん
ぼ
の
先
生
に
は 、
j

れ
か
ら
「
年
間
お
世
話
に
な

田
植
え
を
し
に
行
き
ま
し
た 。
こ
の
田
ん
ぼ
と 、
田

達
の
家
の
田
ん
ぼ
を
借
り
て 、
六
年
生
の
み
ん
な
で

②
五
月
十
七
日 、
今
日
は
総
合
の
勉
強
で
学
校
の
友

ま
り
ま
し
た 。

み
ん
な
い
っ
糾
囚
しに
田
ん
ぽ
に
入
り 、

①
コ叫

も
う
す
ぐ
実
り
の
秋

甲
ん
屯か
砂
こ
に
あ
る
の
か
が
な
る

いつ
の
ご
ぷ
竺
た
か
バ
わ
か
る

田
植
え
が
始
げ
の
よ
う

に
田
社
に
入
て
い
五
が

j
 

ヵ
わ
ヵ
5 .

＜
 

苗
の
植
え
方
の
説
明
を
田
ん
ぽ
の
先
生
か
ら
聞
い
て 、

対
を
一
束
に
し
て
植
え
て
く
だ
さ
川

4
」

六
年

R

＂と
の
く
らい

わ
世`
祗
に
な
る
か
わ
わ

が
る ．
それ
か
ら
が
位
図
ふ`
とい
う
気

埓ろが
仕
わ ，
で
く
み ．

ど
う

訊
明
した
かが
わか
る

児
童

H 

た 。 ん
な
で
田
植
え
を
し
た
時
は 、

苗
が 、
と
て
t、
大
き
く
な
っ
て
＞
ま
し
た。

十
五
号
の
え
い
き
ょ
う
で 、

ま
し
た

C

そ
れ
を
見
て 、

を
も
し
た
こ
ろ
の
薗
の
長
ざ

f
が
な
る ．
そ
れ
か
ら
大
ぎ人

な

十
五
セ
ン
チ
だ
っ
た
田
植

i

わ
た
し
た
で
は
な
く
と
て
も
大
きく
な
丑

芍
で
前
よりわ
ず
歳
ん
大
きく

な
丘
広
ビ
J

わが
IJ
i
す ．

ミ
j

か
ら11
R
え
が
紬
？
遠

小
ー
＼
cて
も ＂八
訳
L
てい
ろ
泳
支
ゎが
リ

稲
が
た
お
籾
て
し
ま
い

ヽ庄
す ．

そ
し
て
熙区
た「
モ
で
い 、
もっ\t
t

＼
虚

尻贔が
熔
11
主
す ．

I<
ゎ ‘
り
手
す ．

今
日
は
学
級
み
ん
な
で
田
ん
ぼ
に
11
2
竺
を
介 ヽ

稲
の
様
子
を
見
に
行
き
ま
し
た 。

＼
 

し
ま
し
た 。
稲
が
一
本
も
た
お
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

み
ん
な
で
喜
び
ま
し
た 。

と
心
配
に
な
り
ま
し
た 。

ン̀\

/

わ
た
し
は
ほ
っ
と

（
み
ん
な
で
植
え
た
稲
は
大
丈
夫
か
な

。）

と 、
思
い

ま
し
た 。

⑤
わ
た
し
の
家
の
と
な
り
に
あ
る
田
ん
ぼ
は 、
剖
副〖

ほっ
て
し
も
苔
ぢ
か
ら 、

翠
麿
梵

た

C
ま
し

乎
5
2
翫して11
ゎ
令

孔
た＂
力と
か人

｀
 

R
史
が
26

なか
と
府
ゞ

て
た ．

、朴卜
な

自
分ギ
げ
よ
う
こ
ぶの
で
は
なく

t
grlん
芯
う
の
が
わ
か
も 、
Rす
た

七
哭
なに
も
よ
弓
え
で
ほしい
℃Z
そ ｀

＼
ろ
斗
た＂
で
し
た ．

と 、
9

話
し
て
い
ま
し
た 。
稲
に
け

ざ
州
門小
さ
な
真
つ
白
い
花
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
い

し
た 。

、
加
以
駆
己
ぃ
砧
い�
II

し
、
／‘
ー
、
ー
／
＼

ま
し
た 。II
:
 
／
 とても
刈
る
目
を
年
で
叶
にしてし

だ
な
あ
。）

／
う
よ
う

で
辛｀
立
し`てぃ
ぞ
よ
う
な

の
が
よ
く
わ
分
リ
古
す ．

（
今、

「
朴
き
く
な
っ
た
わ
こ

だ
け
で
な
く 、
友
達
も
び
っ
く
り
し
た
よ
う
で 、
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資料 4 ー②

計
画
を
立
て
て
い
ま
す 。
大
好
き
な
ご
飯
を
お
な
か

刈
ご
い
食
べ
た

いい
出『
門
幻
叶。

れ
て
い
な
く
て 、

と
思
い
ま
し
た 。

あ
り
ま
し
た 。

そ
れ
に 、

七
十
六
セ
ン
チ
で
、

夏
休
み
に
見
た
時
よ
り

屈
仲
芦
見
た

時
与1
も
か
な
リ

｀

・

大
きく
な'
Fll
沼
喜"r1
て

荘

か
な
り

大
き
く
閑
4
d
d
ま
廿 。
長
さ
を
は
か
る
と 、
以
ば
で
す
ぎ
w
今
芝
な
fI
予^
せ

•

か
ピ

見N
寺
了七
よ
彦
屯
愕`

冷

—わ
た
し
の
こ
し
の
あ
た
り
ま
で
七
甘
与ll
るし
自
6こし
の
高
た
1

と
言
怒
弓
？
て
そ
か
象つ
い

て
芯
な
ぶ
盃応＂
ま
す．

 

．
 

I-
糾
て
ぎ
点
ま
公
円
苓
湛

E
さ
2[l
と

が
叙

⑦
夏
に
見
た
あ
の
小
さ
な
白
い
花
は 、
黄
色
い
実
を

杓
ー

打
咆＂
車
t
召＇

可
切
で
い

し
叫

T
づの
穂
に
百
個
く
ら
い
の
塞{
y 、
そ
竺
？

氣
に
百
侶<
g

9
|6
度
が
「
、ゞZ

r
と
ll
うの
で ｀

し、舌
崖
t`
つ
にし

ヽ
｛
I

と
え
が

I

含N

を
つ
け
て
重
そ
う
に
頭
を
た
れ
て
い
ま
す 。
バ
ッ
タ

7
ぅ
ずi‘
ふ
5

フ‘

�
I:
ス
対r
7
叫b
T

わ
た

か
ふと
見＂
矛
J

た
4

し
と
一
緒
に
喜
ん
で
い
る
み
た
い
で
し
た 。

み
ん
な
で
大
き
な
お
か
ま
を
使
っ
て 、
ご
飯
を
炊
く

戸
虎
り
もい’し
に
よ
う
え
で
い
る
孔

そ
し
て 、

， d

-っ
岱
かわ
11
"

な
きと屯

．

ふ
セ
そ＼
3
C
な
な
と

思
廿
に ．

こ
れ
か
ら
も
犬
ぎ
く
育
つ
と
い
い
な
あ
と
思
い
な
が
ト＇
七
ぷ

ら 、
田
ん
ぼ
を
あ
と
に
し
ま
し
た 。

／
／

R
ざ人
が｀
が人
困
令＂

屯
f

0

ー
弓

朴
店
せ
な
ぁ
と
見＂
ま‘

⑧
あ
と
一
ヶ
月
す
る
と
稲
刈
り
IT9
日
を
む
力
ぇ
ま
す

＼た’g.

今
か
ら
そ
の
日
が
待
ち
遠
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん 。／

I
ぶと一・
ケ
自Lとい
う
の
J r

特
ら

r
逹
と
：
た
手
11
守
せ
ん
が 、
中

当
に
早
令`
り

相
手`
x’
ソ
りし

t
M
弓
邸
わ
か
リす
す 。

7
比
羞
災
た"
i
捻＼
！
況
t

NI7
ば"
Rャた
が
あ
先
苫
苓

の
應＂
を
ぶ
ぶ
討
っ
附2
見か
し

ヰr
し

た ．

，
 

（
み
ん
な
で
一
生
懸
命
植
え
た
稲
が 、

予
七
屯心
し

たのが
そ
ね”
II

舟 ．

一
本
も
た
お
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園 Z叩
, l l政 は今、•かいキバ 万 ＼ ＼ ホ ー ロ ，

... . ・＂ • - ・ 79 ."．.、 ． .

ら月 2ワ 日 K 

麟 し は 合｀し ばご夭＇ ’て の朝 車） て い ま
す 直詞 ば ↑て く ざ 人 の人 亡 と て も 1 ミ

r：□／／1ロニj

ら
〖
； て`冒ご二b

い ろ い な、隠ヵ ＼い らて そ叫瓢人 ば ］：
気 磨 l ：芦 を かけ て くれると て も ；l
ゃ巴 し い 人反 ち 工 かリて＇す。 ；1 \K 

一 人一体験を担当し、 旅行の レ ポー ト を書いた。 体験中もしくは体験直後に記録したので、 文

末 は現在形で書かれている。 臨場感があり後で読み返しても、 その場面にワ ー プできそうな気さ

えする。 また、 字はきれいとは言えないが、 その場面を楽しんでいることが伝わってくるもので

ある。
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ぃ
□
匹

季節が変わ る た び、 ま た書 き た い と い う 思い の ま ま に、 何度 も 作 っ て き た俳句で あ る 。
と も な る と 、 普段は使っ た こ と がな い が、 耳 に した こ と があ る 言槃を使い た が る 傾向 が あ る 。 五 ・
七 ・ 五の定型 に と ら われた り 、 言葉の使い方 を 間違 う こ と を お そ れた り せ ず、 どん どん作 ら せて

6 年生

• し ヽ る 。
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資料 6 一 ①

一
班
か
ら
順
番
に
歩
き
始
め
る。
一
班
（
子
①
ー

⑤）
二
班
（
子
⑥

S
⑪)
み
ん
な
ル
ン
ル
ン
気
分
で
歩
く。

先
生

み
ん
な、
準
備
は
で
き
ま
し
た
か。

み
ん
な

は
い。

先
生

で
は、
出
発
し
ま
し
ょ

う。

み
ん
な

は
あ
い。

先
生
が
近
づ
い
て
き
た
の
で、
誰
か
の
合
図
で
み
ん
な
お
し
ゃ
べ
り

を
や
め
る。

博
士

わ
た
し
た
ち
が
米
作
り

に
つ
い
て
調
べ
た
の
は、
五
年
生
の
春
か
ら
で

す。
社
会
で、
山
形
県
の
米
作
り

を
勉
強
し
て
か
ら、
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
深
浦
町
の
米
作
り、
自
分
た
ち
が
毎
日
食
べ
て
い
る
お
米
に

つ
い
て
も
っ
と
知
り

た
い
な
あ
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で、
私
た

ち
の
総
合
の
勉
強
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た。

ナ
レ

今
日、
五
月
十
七
日
は、
六
年
生
の
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
田

植
え
の
日
で
す。
さ
て、
み
ん
な
は
米
作
り

を
通
し
て
ど
ん
な
こ
と
を

学
ん
だ
の
で
し
ょ

う
か。
こ
れ
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ

う。

服
装
は、
半
そ
で、
半
ズ
ボ
ン
に
帽
子。
首
に
は
タ
オ
ル
を
巻
い
て

い
る。

「
農
家
の
苦
労
と
収
穫
の
喜
び」

台
本

み
ん
な

子
⑥

み
ん
な

M
母

先
生

ナ
レ

子
③

子
④

子
⑪

子
④
⑥

二
人
は
田
ん
ぼ
の
中
に
入
り、

上
手
に
植
え
る。

手
本
を
見
せ
る。
一
列
の
途
中
ま
で

さ
あ、
い
よ
い
よ
田
植
え
が
始
ま
り
ま
す。
み
ん
な
と
っ
て
も
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
ま
す。

M
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
お

話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て、
上
手
に
植
え
ま
し

ょ
う
ね。

は
あ
い。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す。

こ
れ
か
ら、
み
ん
な
と
一
緒
に
田
ん
ぽ
の
勉
強
を
す
る
M
の
お
母
さ
ん

で
す。
わ
た
し
た
ち
が
お
手
本
を
見
せ
ま
す。

子
ど
も
は
班
ご
と
に
並
び、
先
生
は
前
に
出
る。

M
の
母
と
お
ば
あ
さ
ん、
帽
子
と
タ
オ
ル
を
重
ね
て
か
ぶ
る。
ビ

ー
ル
の
上
下
を
着
て
い
る。
苗
を
箱
に
入
れ
て
持
っ
て
く
る。

田
植
え、
初
め
て
だ
は
ん
で、
楽
し
み
だ。

う
ん。
早
く
や
り

た
い。

だ
ば
っ
て、
中
に
入
れ
ば
ぬ
る
ぬ
る
し
て、
大
変
ら
し
い
よ。

う
そ
う。

田
ん
ぽ
を
用
意
す
る。

歩
く
人
は、
お
客
さ
ん
の
周
り

を
歩
く。
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子 子
⑩ ⑧ 

ク
イ
ズ

ふ
う
う。
や
っ
と
終
わ
っ
た
あ。

手
作
業
で
田
植
え
を
す
る
と
腰
が
疲
れ
る
ね。
今
は
機
械
で
植
え
て
い

し
ば
ら
く
み
ん
な
真
剣
に
田
植
え
を
す
る。
ど
ろ
で
足
が
ぬ
か
り

、

動
き
に
く
い。
か
が
ん
で
植
え
て
い
る
の
で、
み
ん
な
腰
が
痛
そ
う

だ。
こ
こ
で
ク
イ
ズ
で
す。
六
年
生
は
何
の
苗
を
植
え
た
で
し
ょ

う。

次
の
ク
イ
ズ
で
す。
津
軽
ロ
マ
ン
の
特
長
は。

博
士

津
軽
ロ
マ
ン
の
特
長
に
つ
い
て
説
明
す
る。

子
⑦

よ
う
し

、
が
ん
ば
る
ぞ。

子
④

あ
あ

、
ど
き
ど
き
す
る。

子
⑨

ま
っ
す
ぐ
植
え
ら
れ
る
べ
か。
曲
が
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う。

お
ば
あ

植
え
た
ら

、
後
ろ
に
下
が
っ
て
い
け
ば
い
い
ん
だ
よ。
さ
あ

、
ま
だ
ま

だ
あ
る
よ

、
が
ん
ば
っ
て。

子
④
⑥
⑨

は
あ
い。

M
母

、
お
ば
あ
さ
ん

、
先
生
も
植
え
る。

っ
て
田
ん
ぼ
に
入
る。

一
班
か
ら
順
に
苗
を
も
ら

み
ん
な

お
ば
あ

五
本
ず
つ
取
っ
て

、
皆
さ
ん
も

、
植
え
て
み
て
く
だ
さ
い。
ど
ろ
の
中

に
し
つ
か
り
植
え
な
い
と

、
あ
と
で
浮
か
ん
で
き
ま
す
か
ら
ね。

は
い。

子
⑧

M
母

先
生

み
ん
な

先
生

子
⑪

子
⑦

子
⑤

子
⑥

ナ
レ

ノ
ー

ト
を
読
む。

今
日
は

、
み
ん
な
が
田
植
え
を
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す。 子
⑧
は
総
合
の
ノ
ー

ト
を
見
て
そ
の
日
の
感
想
を
発
表
す
る。

そ
う
な
ん
だ
あ。
昔
の
人
は
大
変
だ
つ
た
ん
だ。

今
だ
っ
て
大
変
な
ん
だ
よ。
田
植
え
機
い
く
ら
す
る
と
思
う。
自
動
車

よ
り
も
高
い
ん
だ
っ
て。

へ
え

、
ん
だ
ん
だ。
手
作
業
も
機
械
も
大
変
な
ん
だ
ね。
そ
れ
に
し
て

も
、

疲
れ
た 。．

だ
け
ど

、
苗
を
植
え
終
わ
っ
た
後
っ
て
す
っ
ご
く
気
分
が
い
い
ね。

み
ん
な
は

、
初
め
て
の
田
植
え
を
真
剣
に
行
い
ま
し
た。
さ
っ
き
ま
で

は
、

ど
ろ
の
田
ん
ぽ
で
し
た
が

、
今
は
か
わ
い
い
緑
で
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
い
ま
す。
み
ん
な
は
田
植
え
の
大
変
さ

、
苗
を
植
え
る
農
家
の
期

待
を
知
り
ま
し
た。

み
ん
な

、
並
ん
で。

は
い。

で
は

、
今
日
の
感
想
を
言
っ
て
く
だ
さ
い。

博
士

手
作
業
と
機
械
の
田
植
え
の
違
い

、
時
間
な
ど

、
五
年
生

の
時
の
総
合
の
勉
強
を
振
り
返
っ
て
説
明
す
る。

る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
ん
だ
っ
て。
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ナ N N R A ナ
レ

わ
あ、
で
っ
か
く
な
っ
て
ら 。
す
げ
え
な
あ。

田
植
え
の
時
は、
十
五
セ
ン
チ
し
か
な
か
っ
た
苗
が、
今
は
N
の
ヒ
ザ

三
人
は
プ
ー

ル
道
具
を
も
っ
た
ま
ま 、
田
ん
ぼ
に
向
か
う。
田
ん
ぽ

の
準
備 。

三
の
場
面

そ
し
て、
今
は
夏
休
み。
わ
た
し
た
ち
の
田
ん
ぽ
は
関
の
R
さ
ん
の
家

の
裏
に
あ
る
の
で、
夏
休
み
中
の
観
察
は
R
さ
ん
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た。
R 、
N 、
A
の
関
仲
良
し
グ
ル
ー

プ
は、
学
校
の
プ
I

N
A
R

ル
で
楽
し
み
ま
し
た。
そ
し
て、
帰
り
道

、

博
士

ち
ょ
っ
と、
R 、
田
ん
ぼ、
ど
う
な
っ
て
ら 。

だ
い
ぶ
大
き
く
な
っ
た
よ。
三
人
で
見
に
行
っ
て
み
る
が。

ん
だ。
早
く
行
く
べ
し。

A
 

二
の
場
面

ク
イ
ズ

突
然
で
す
が、
こ
こ
で
ク
イ
ズ
で
す。
（
歴
史
ク
イ
ズ）

博
士

昔
の
米
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
す
る。

み
ん
な、
さ
よ
う
な
ら 、
と
言
っ
て
手
を
振
っ
て
帰
る。

子
⑤

博 N R 
士 A

博 N
士

M
さ
ん
の
お
母
さ
ん 、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん 、

今
日
は
田
植
え
の
仕
方
を
教

え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。
今
度
来
る
と
き
も
お
願
い

し
ま
す。

A
 

あ
た
り
ま
で
き
て
い
ま
す。
で
も

、
ま
だ
緑
色
で、
稲
と
い
う
よ
り
ま

だ、
苗
と
い
う
感
じ
で
し
た。

す
げ
え。
稲
刈
り
の
時
は
ど
ん
き
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
る
ん
だ
ろ。
楽
し

み
だ
な
あ。

ち
ょ
っ
と、
こ
れ
何。
い
っ
ぱ
い
白
い
花
咲
い
で
ら 。

こ
れ
は、
穂
を
つ
く
る
た
め
に
で
き
る
ん
だ。
こ
の
花
を
稲
の
花
と
い

う。
二
時
間
ぐ
ら
い
し
か
咲
か
な
い
ん
だ。

す
ご
い、
少
し
し
か
咲
か
な
い
花
見
れ
た
ん
だ。

や
っ
た
ね。

三
人
は、
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
が、
稲
の
花
が
咲
き、
大
き
く
な
る
ま

で
に
は
た
く
さ
ん
の
苦
労
が
あ
っ
た
ん
だ。
草
取
り
や
水
の
管
理
は
毎

日
の
大
事
な
仕
事
な
ん
だ
よ。
雨
の
日
も
暑
い
日
も、
毎
日
お
疲
れ
様

だ
ね。

M
の
お
母
さ
ん 、
あ
り
が
と
う。

そ
れ
と
も
う
一
っ。
薬
に
つ
い
て
だ。
本
当
は
無
農
薬
が一
番
な
の
だ

が、
虫
が
つ
い
て
稲
を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り、
暑
さ
や
寒
さ
に
負

け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で、
泣
く
泣
く
薬
を
使
っ
て
い
る
の
さ。

ふ
う
ん 。
そ
う
だ
っ
た
ん
だ。
あ
り
が
と
う、
博
士
さ
ん 。

普
通
の
服
装

。
班
長
を
先
頭
に
玄
関
で
先
生
が
来
る
の
を
待
っ
て
い

る。
し
ば
ら
く
す
る
と、
先
生
が
や
っ
て
く
る。
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子 ク 子 子 子 先 子 子 M 子 み 先
⑨ イ ⑧ ⑩ ⑦ 生 ④ ⑥ ⑪ ん 生

ズ な

よ こ 七 ん わ し い み こ わ 台 台 は 観 九
く こ 十 だ あ み て ゜ な 倒 っ っ 風 風 子 い 察 月
こ で 六 ° ‘ ん お そ さ れ ち ‘ の で ど ゜ に 十
こ ク セ す わ な く れ ん た の あ 後 稲 も 行 三
ま イ ン げ だ ‘ こ か ‘ 田 も そ ‘ 倒 た き 日
で ズ チ え ぢ 稲 と ら 自 ん ‘ こ お れ ち ま ‘

育 で だ ‘ の の ° ‘ 分 ぽ 倒 の 父 で は す 今
つ す ゜ で 田 誓 ど た と れ 田 さ ね ‘ ° 日
た ゜ そ つ ん れ ち M て ん ん え お は
な -実 れ け ぽ を く の の る ぼ だ べ し

。 の な 一 つ い ん 倒 ‘ ゜ べ が
あ に ぐ ‘ 測 ら 〗 田 ° ‘ ば が や 稲

数
ク つ 本 た 大 ほ

＊
れ 大 り ど

イ 個 て も り き と の て 丈 を の
も ら 倒 ‘ く 他 用 ら 夫 し く

ご 実 ゜ れ 実 な の 意 ゜ だ な ら
っ へ

も て の っ 田 ° つ が い
い ね 数 た ん て ら 大
で の

さ え を か ぼ 言 ‘ き
ら ゜ 数 ‘ を つ 歩 < 。 し え 正 観 て い なを た 確 察 た て っ持 り な し け い て

て
つ す 数 て ど く ぃ

る 字 く な ゜
測 。 も だ ° 嘉
-る、 残 さ

四の ナレ
み
ん 子③ ② 

子 子
⑩

子
⑨

子
⑧

子
⑦ 

場 な

し 災 今 あ い そ 風 で 分 る 不 だ ほ み 実
き 服 ま 害 日 は お つ の も か の 思 け 自 ん た も‘ 装 し を ‘ は 母 か 影 私 つ に 議 ど 然 と い い
力 は た 心 み は さ あ 響 た た ゜ だ ‘ と だ だ っ
マ ‘ ゜ 配 ん は ん ゜ を ち ゜ ね な 帰 ゜ ね ぱ
を 長 そ す な ゜ だ M う の M え ん る も ゜ い
持 袖 れ る は ね の け 田 の ゜ で 態 っ つ
つ ‘ と 農 ‘ ゜

お な ん 田 他 M 勢 と い
て 長

‘
家 M あ 母 か ぼ ん の の に 日 て

い ズ 稲 の の つ さ つ つ ぼ は 田 な に る
る ボ の 気 お ° ん た て つ ミ ん る 当 し

゜ ン 強 持 母 へ 、 ん 小 て ス ぼ ゜ た ゜

。 い ち さ う
い だ 屋 ‘ テ だ 歩 ら 雀

首 生 が ん 念 い よ と 線 リ け き な べ
に 命 な の を 場

゜
小 路 l 倒 な い る

は 力 ん 優 ふ 所 屋 の サ れ が と ま
タ も だ し を の 影 l て ら だ ね
ォ ね か さ ど 貸 間 に ク な ‘ め -
ル

゜
分 と し に な ）レ い な ぅ

゜ か ‘ て あ っ み ん ん ん
手 つ 台 く る て た だ゚ だ 、
に た 風 れ か る い 柱 味
は よ な た 氏 し に は
軍 う ど ん ‘ 倒 ま
手 な の だ 台 そ れ だ
を 気 自 ゜ の て 薄
は が 然 い 中 い い
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先
生

子
①

M
母

子
⑩

M
母

子
⑤

子
⑦

子
⑪

ナ
レ

子
ど
も
た
ち
は、
わ
あ
稲
刈
る、
わ
た
し
結
ぶ
な
ど
と
話
し
な
が
ら
＝
お
ば
あ

は
さ
か
け
はね

、
み
ん
な
が
ま
と
め
た
稲
の
束
を
縦
に
半
分
に
分
け
て、

作
業
に
取
り
か
か
る。

そ
れ
を
二
つ
ぶ
ん
重ね
て、
木
の
棒
に
か
け
る
ん
だ
よ。
は
さ
か
け
は、

機
械
で
は
で
き
な
い
仕
事
な
ん
だ
よ。
難
し
い
け
ど、
で
き
る
か
な。

ま
た
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す。

今
日
は、
み
な
さ
ん
に
こ
こ
に
あ
る
稲
を
全
部
刈
っ
て
も
ら
い
ま
す。

そ
の
あ
と、
稲
を
た
ば
に
し
て
か
ら
ひ
も
で
結
ん
で

も
ら
い
ま
す。
さ

ら
に、
は
さ
か
け
に
も
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
な。

わ
た
し
に
も
で
き
る
か
な。

じ
ゃ
あ、
お
手
本
見
せ
る
か
ら。
こ
う
や
っ
て
一
束
つ
か
ん
で
か
ら、
カ

マ
で
シ
ュ
ッ

と
引
っ
張
る
の。
も
う
一
回
や
る
よ。

刈
る
の
と
結
ぶ
の
と
分
か
れ
て
や
る
よ。
後
で
交
代
す
る
か
ら。
ま
ず 、

最
初
に
刈
り
た
い
人。

子
⑤
⑧
③
⑩
は、
お
ば
あ
の
と
こ
ろ
に
行
き、

他
の
子
ど
も
は
作
業
を
続
け
る。

は
さ
か
け
を
す
る。

子
⑧

み
ん
な
は、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
歩
く 。
田
ん
ぽ
の
用
意。

M
の
お
母
さ
ん、
お
ば
あ
さ
ん
は、
ひ
も
を
持
っ
て
待
っ
て
い
る。

今
日
は
九
月
二
十
七
日。
待
ち
に
待
っ

た
稲
刈
り
の
日
で
す。
六
年
生

の
み
ん
な
は、
稲
が
体
に
さ
さ
っ

た
り、
か
ゆ
く

な
っ
た
り
す
る
の
を

防
ぐ
た
め
に、
長
袖、
長
ズ
ボ
ン
と
い
う
服
装
で、
カ
マ
を
持
っ
て
田

ん
ぼ
に
出
か
け
ま
し
た。

ど
の
く

ら
い
の
米、
と
れ
る
か
な。

そ
う
そ
う 。
初
め
て
だ
け
ど、
大
丈
夫
か
な。

わ
は、
や
っ
た
こ
と
あ
る
は
ん
で、
楽
勝
だ
じ
ゃ 。

ク
イ
ズ

子
⑤

子
⑨

子
⑦

お
ば
あ

子
④

M
母

先
生

子
⑤

博
士

困
っ

た
な
あ、
こ
れ、
う
ま
く
結
べ
な
い。

こ
れ
はね

、
こ
う
す
れ
ば
ほ
ど
け
て
こ
な
い
ん
だ
よ。

す
ご
ー

い。
さ
す
が
K
ち
ゃ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん。

そ
ろ
そ
ろ
は
さ
か
け
も
や
っ
て
も
ら
お
う
か
な。

手 、
あ
い
て
い
る
人、
は
さ
か
け
や
っ
て
ち
ょ
う
だ
い。

は
さ
か
け
っ
て
な
あ
に。

え
え
と、
他
の
田
ん
ぼ
を
見
れ
ば
分
か
る
ん
だ
け
ど、
あ
ん
な
ふ
う
に、

木
の
棒
に
か
け
て、
刈
り
取
っ

た
稲
を
乾
か
す
こ
と
な
ん
だ 。

そ
し
て、
太
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
も
っ
と
も
っ
と
お
い
し
く

す
る
こ

と
な
ん
だ
よ。

へ
え、
そ
う
な
ん
だ 、
見
た
こ
と
は
あ
る
け
ど、
名
前
を
聞
い
た
の
は

初
め
て。
（
他
の
子
も
う
な
ず
く）

い
よ
い
よ
稲
刈
り
の
始
ま
り
で
す。
こ
の
時、
稲
の
長
さ
は
何
セ
ン
チ

だ
っ

た
で
し
ょ
う 。

す
ご
い
な
あ。

あ
あ、
う
ま
く
刈
れ
な
い
な
あ。
M
の
お
母
さ
ん
っ
て
や
っ
ぱ
り
上
手

だ
な
あ。
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十
月
九
日、
今
日
は
脱
穀
の
見
学
に
来
て
い
ま
す。
近
く
で
見
学
し
た
＝
先
生

い
の
で
す
が、
殻
が
と
ぶ
の
で
離
れ
た
場
所
か
ら
の
見
学
に
な
り
ま
す。

そ
ろ
そ
ろ
帰
る
よ。
今
日
は、

大
仕
事
だ
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
一
緒

に
や
っ
て
い
た
ね。

長
袖、
長
ズ
ボ
ン
に
帽
子
を
か
ぶ
っ

て
い
る。
場
所
は
田
ん
ぼ。
離

れ
た
場
所
で
大
人
の
人
た
ち
が
脱
穀
作
業
を
し
て
い
る。

子
⑩

k
父

五
の
場
血

子
⑨ ナレ

六
年
生
の
み
ん
な
は
こ
の
日、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た。
で

博
士

も
、

一
番
心
に
残
っ

た
の
は、
自
分
た
ち
が
流
し
た
汗
の
こ
と。
腹
家

子③

の
人
た
ち
は
毎
年、
こ
ん
な
に
汗
を
流
し
て
お
い
し
い
お
米
を
作
っ

て

子
②

い
る
ん
だ、
と
い
う
こ
と
で
す。

子
⑦

そ
の
日
の
晩
ご
飯、
わ
た
し
は
い
つ
も
よ
り
ご
飯
が
お
い
し
く
食
べ
ら

子
⑧

れ
ま
し
た。

子
①

k
父

手
を
振
り
な
が
ら、
お
じ
ぎ
を
し
て
帰
る。
子
⑥
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
と
叫
ぶ 。

ク
イ
ズ

子
⑤

千
歯
こ
き
に
つ
い
て
説
明
す
る。

ふ
う
ん。

ね
え、
脱
穀
終
わ
っ

た
あ
と
の
ワ
ラ
っ
て
ど
う
す
る
ん
だ
べ 。

（
焼
い
た
跡
を
指
さ
し
て）
焼
く
ん
じ
ゃ
な
い。

で
も、
深
浦
広
報
で
ワ
ラ
焼
け
ば
だ
め
っ
て
言
っ
て
ら
よ。

K
の
お
父
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
か。
（
み
ん
な
う
な
ず
く）

（
腕
を
組
み
な
が
ら）
う
う
ん。
だ
め
っ
て
言
っ
て
る
ば
っ
て、

焼
か

な
い
ば
あ
ま
っ
て
し
ま
う
は
ん
で。

何
か
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で
す
か 。

イ
モ
の
肥
料
に
使
う
け
ど、

全
部
は
使
わ
な
い
か
ら
や
っ
ぱ
り
焼
い
て

し
ま
う
ん
だ
よ。
深
浦
牛
の
え
さ
に
も
し
て
る
け
ど、
持
っ
て
い
く
の

も
大
変
だ
か
ら。

子
⑧

子
①

こ
う
で
す
か 。

そ
う
そ
う、

上
手
だ
ね
え。
さ
す
が、
修
道
の
六
年
生
だ。

み
ん
な
は、
M
の
お
母
さ
ん
や
K
ち
ゃ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
に
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら、
何
千
本
も
の
稲
を
刈
り
ま
し
た。

す
っ
ご
く
つ
か
れ
た
ね。
農
家
の
人
た
ち
っ

て
大
変
だ
あ。

と
こ
ろ
で、
こ
れ
っ

て
い
つ
食
べ
ら
れ
る
の。
（
み
ん
な
笑
う）

子
⑨

や
っ

た
あ。
ん
じ
ゃ 、

早
く
食
べ
ら
れ
る
っ

て
こ
と。
収
穫
っ

て
う
れ

し
い
な。

と
れ
る
米
の
量、
何
食
分
か、
な
ど
の
ク
イ
ズ

だ
け
ど、
昔
は
千
削
こ
き
で
や
っ

た
か
ら、
今
よ
り
ず
っ
と
大
変
だ
っ

た
ん
だ
ね。

子
②

子
⑩

お
ば
あ

ナレ

先
生

M
母

こ
ん
に
ち
は。
見
学
に
来
ま
し
た。

は
あ
い。
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ 。
こ
れ
が、
脱
穀
の
機
械
で
す。
脱
穀
し
た

も
み
は、
こ
の
袋
の
中
に
た
ま
る
ん
で
す
よ。

す
げ
え。
こ
れ
だ
ば
一
度
に
た
く
さ
ん
脱
穀
で
き
て、
能
率
い
ぐ

な
る

な。
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資料6一⑦
み 先 M ナ
ん 生 母 レ
な

わ あ い も そ
あ り つ し れ
い が で も か゜ と も し ら
そ う

‘ ‘ ニ
し ご 食 M 週
て ざ べ の

跨
間

今 い ら お
日 ま れ 母
が し ま さ 職

員待 た す ん
ち ゜ ょ で 室
に み ° す の
待 ん が 電
つ な

ヽ

話
た 、 も が
収 お う、 鳴
穫 米 塁 召祭 で゜ き に

た なつ りて まよ し゜
た
よ゚
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説 米
明 の
す 一

る 年゜
ヘ

八
十

＇

八
の
苦
労
な
ど‘--ノ

ヽ

青
り
の

闊
点
な
ど
に 、
つ
し ‘
て

厚 み お
⑤
子

ん ば
な あ

し そ は お 今
て れ l 米 日← →‘‘ |← マ い に は
ら し ゜ な ヽ

ん て へ っ ぁ゜ も ［ た り
ヽ ら が

米 振 教
ぇ

と
が i ぅ
で が る ←→‘‘ 

き ら か ざ
る 帰 ねら い

まま -るノ
。 しで

長 楽 た
し ＼ し ゜

道 み
の に
り 待
だ つ
つ て
た て
ね ね゚

゜
I
田
I!,\ 

し ＼
出



苦
労
の
あ
と
の
喜
び

①
五
月
十
七
日 、

わ
た
し
は 、

初
め
て
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た 。

そ
し

て 、

農
家
の
仕
事
は
大
変
な
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た 。

②
わ
た
し
は 、

明
日 、

田
植
え
を
す
る
と
聞
い
て 、

（
ど
ん
な
ふ
う
に
植
え
る
の
か
な
あ 。
）

と 、

と
て
も
わ
く
わ
く
し
て
楽
し
み
で
し
た 。

③
当
日 、

首
に
タ
オ
ル
を
ま
き 、

長
ぐ
つ
を
は
い
て 、

先
生
や
ク
ラ
ス
の

友
達
と
一

緒
に
学
校
を
出
発
し
ま
し
た 。

田
ん
ぼ
は
学
校
か
ら
歩
い
て
五

分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す 。

「
上
手
に
植
え
ら
れ
る
か
心
配
だ
ね 。
」

と
友
達
と
話
し
な
が
ら
歩
い
て
い
き
ま
し
た 。

④
田
ん
ぼ
に
着
く
と 、

田
ん
ぼ
の
先
生
が
待
っ
て
い
ま
し
た 。

同
級
生
の

M
さ
ん
の
お
母
さ
ん
で
す 。

植
え
る
本
数
や
植
え
方
な
ど
を
優
し
く
教
え

て
も
ら
っ
た
あ
と 、

い
よ
い
よ
田
植
え
に
挑
戦
で
す 。

わ
た
し
の
祖
父
母

も
米
を
作
っ
て
い
る
け
れ
ど 、

田
植
え
を
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た 。

は
だ
し
で
お
そ
る
お
そ
る
入
っ
て
み
る
と 、

ど
ろ

が
ひ
ん
や
り
冷
た
く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す 。

⑤
そ
し
て 、

ゆ
っ
く
り
と
こ
し
を
か
が
め
て
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た 。

と
こ
ろ
が 、

ま
っ

す
ぐ
に
植
え
て
い
る
つ
も
り
が
曲
が
っ
て
し
ま
い 、

な

か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん 。

テ
レ
ビ
や
教
科
書
で 、

手
作
業
で
の
田
植

え
は
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で 、

簡
単
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た 。

け
れ
ど 、

7
 

料

ま
っ
す
ぐ
に
植
え
る
こ
と
は
と
て
も
む
ず
か
し
い
こ
と
で
し
た 。

全
員
が

資

六
年

E

み
ん

苗
を
植
え
終
わ
る
と 、
田
ん
ぼ
一

面
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
の
よ
う
で
し
た 。

⑥
米
づ
く
り
に
は 、

田
植
え
の
他
に
も 、

雑
草
と
り 、

水
の
管
理 、

台

風
対
策
な
ど 、

手
間
の
か
か
る
仕
事
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す 。

⑦
米
と
い
う
字
は 、

八
十
八
と
書
き 、

米
づ
く
り
に
は
八
十
八
の
作
業

が
あ
る
と
例
え
ら
れ
て
い
ま
す 。

そ
れ
ほ
ど
の
苦
労
を
し
て
で
も 、

農

業
を
続
け
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
と 、

わ
た
し
は
と
て
も
不
思
議
に
思
い

な
が
ら
田
植
え
か
ら
も
ど
り
ま
し
た 。

⑧
九
月
十
四
日 、

今
日
は
四
ヶ
月
前
に
み
ん
な
で
植
え
た
苗
の
様
子
を

見
に
行
き
ま
し
た 。

深
浦
に
台
風
が
接
近
し
た
あ
と
だ
っ
た
の
で 、

稲

が
た
お
れ
て
い
な
い
か
心
配
だ
っ
た
け
れ
ど 、

田
ん
ぼ
に
着
い
て
安
心

し
ま
し
た 。

十
セ
ン
チ
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
苗
が
八
倍
も
の
長
さ
に
育

っ
て
い
て 、

穂
も
重
た
そ
う
に
た
れ
さ
が
っ
て
い
ま
し
た 。

わ
た
し
は 、

「
す
ご
い 。

わ
た
し
が
植
え
た
の
に
も 、

ち
ゃ
ん
と
実
が
つ
い
て
る 。
」

と 、

う
れ
し
く
て
飛
び
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た 。

⑨
そ
の
時 、

農
家
の
人
が
苦
労
を
し
て
も
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
わ
け
が

分
か
り
ま
し
た 。

苦
労
を
し
た
分 、

収
穫
の
喜
び
が
大
き
い
の
で
す 。

⑩
今
ま
で
は
食
事
に
出
さ
れ
て
い
た
ご
飯
を
少
し
残
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
が 、

こ
れ
か
ら
は
祖
父
母
に
感
謝
し
な
が
ら
―

つ
ぶ
も
残
さ
ず
食

べ
た
い
と
思
い
ま
す 。

⑪
穂
が
も
っ
と
黄
色
く
な
っ
て 、

頭
を
重
そ
う
に
た
れ
た
こ
ろ 、

な
で
稲
刈
り
を
す
る
の
が
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す 。
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